
- 70 -

22 23 24 25

- - 53.4 54.4

51.4 51.9 52.9

18,500 20,500 22,500 25,000

18,226 19,119 18,245

- - 12,726 16,176

6,835 9,627 13,079

- - 870 1,210

100 330 830

- - 25.0 28.0

23.1 24.6 26.5

- - - -

- - -

- - - 2

- - 1

取得方法 単位
H24.11

80.5

①

②

③

④

⑤

H24目標値に対する達成率　○:目標を達成済み　×:目標を達成できない　－:判断できない
H25目標値に対する達成率　○:目標を達成済み　－:目標を達成できない・判断できない

関連指標名 上段：数値取得時期　下段：取得数値

弘前の景観に魅力を感じる来街者の割合 業務取得

業務取得 路線 -
【参考】AP2013指標
持続可能な公共交通体系を構築するため、公共交通路線の見直しを
実施します。

業務取得 - - － －⑥
持続可能な公共交通体系を構築するため、公共交通路線の見直しを
実施します。
　H23計画策定を踏まえ、H24において目標値を設定

市民評価
アンケート

％ - ○ －安全・安心な生活環境だと思う市民を増やします。

業務取得 ｍ 100 × －
「伝統的建造物群保存地区」である仲町地区電線類の地中化を進め
て、安全かつ円滑な道路交通の確保と、歴史的街並みの保全や景観
向上を図ります。無電柱化整備延長(m)

業務取得 ｍ 3,710 ○ －
計画的に側溝整備を進めて、道路利用者の安全確保と良好な道路環
境の維持を図ります。側溝整備延長（m）

弘前の景観に魅力を感じる市民を増やします。

業務取得 人 18,018 × －
中心市街地活性化基本計画に掲げる目標指標
　中心市街地歩行者・自転車通行量（平日・休日の平均）25,000人
を目指します。

H24目標値
に対する
達成率

H25目標値
に対する
達成率

市民評価
アンケート

％ - × －

％

　地域資源・資産の効果的な活用によるまちづくりや住環境の整備を進め、市民が暮らしやすい魅力あるまちになっています。

指標名 取得方法 単位 基準値
上段：年度別目標値
下段：年度別現状値

めざす姿 

めざす姿の達成状況を示す指標（数値目標など） 

約束３-(1) 魅力あるまちづくりを進めます。【生活環境】 
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　めざす姿の達成状況を示す指標6項目について、平成24年度の目標値に対する達成率は、「目標を達成済み」が2項目、「目標を達成できない」が3
項目、「判断できない」が1項目となっており、達成率は高いとはいえない状況にあります。
　これは、目標値が高めに設定されている指標があることが影響しているものです。

　平成24年度における注目指標の市民評価アンケートによる「⑤安全・安心な生活環境だと思う市民を増やします。」については目標を達成していま
す。これは、現状値が平成23年度に比べ増加していることから、市のアクションプランによる取り組みが市民から評価されたものと考えられます。
　「③計画的に側溝整備を進めて、道路利用者の安全確保と良好な道路環境の維持を図ります。」についても、目標を達成しています。身近な生活道
路を効率的・効果的に側溝を整備することで、道路利用者の安全が確保されます。
　また、「④『伝統的建造物群保存地区』である仲町地区電線類の地中化を進めて、安全かつ円滑な道路交通の確保と、歴史的街並みの保全や景観向
上を図ります。」については、事業実施に当たり移設補償費が当初見込みより増額となったため、無電柱化整備延長で目標を達成できませんでした。

 次に、個別施策の実施状況ですが、「進捗率」では、19項目中14項目が「工程表どおり実施済み」、2項目が「概ね工程表どおり」で、3項目が「工
程表より遅れている」となっており、「達成率」では、14項目が「目標達成済み」、4項目が「概ね順調に推移」、1項目が「遅れている」となってお
ります。
　
　施策の実施状況や指標全体の傾向と注目指標の達成状況等を総合的に勘案すると、数値目標は一部目標を下回っているものの、各施策等の取り組み
に一定の成果が見られることから、めざす姿に向けてはおおむね順調に推移していると考えます。
　
　このことから、さらに今後は、平成24年度で達成できなかった指標の改善や進捗が遅れている個別施策について積極的な取り組みを行うとともに、
その他の関連施策についても、市民が望む魅力あるまちづくりに向け、着実な推進を図ることが必要であると考えます。

約束全体の評価 
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事務事業数 進捗率 達成率

3 Ａ Ａ

1 Ａ Ａ

1 Ａ Ａ

1 Ａ Ａ

1 Ａ Ａ

1 Ａ Ａ

1 Ａ Ａ

4 Ａ Ｂ

1 Ａ Ａ

4 Ｂ Ａ

1 Ｃ Ｃ

1 Ａ Ａ

2 Ｂ Ｂ

1 Ａ Ａ

3 Ａ Ａ

1 Ａ Ａ

1 Ｃ Ｂ

4 Ａ Ａ

1 Ｃ Ｂ

654,662 737,402 602,251

上段：年度別概算所要額（単位：千円）／下段：年度別決算額（単位：千円）

22年度 23年度 24年度 25年度

492,049 666,574 1,000,111 968,185

●17　ＰＦＩ等民間ノウハウなどの導入によるインフラサービスの展開

【岩木山を中心とした豊かな自然を守り、活かします】

○５　岩木・相馬地区活性化事業の推進

●18　岩木川自然農法（無農薬・減農薬によるブランド化、循環型農業）社会実験の実施

進捗率　A:工程表どおり実施済み　B:概ね工程表どおり　C:工程表より遅れている　-:未着手

達成率　A:目標を達成済み　B:順調に推移　C:遅れている　-:判断できない

●13　子ども達による安心遊び場マップの策定

●14　二次交通体系の見直しによる利用促進と福祉バスなどの社会実験

☆19　自転車利用環境の研究

【民間ノウハウ導入などにより公共施設の効率化を進めます】

○４　アセットマネジメントとファシリティマネジメントの導入（下水道とし尿処理機能の再構築）

●16　水道事業民営化可能性検討会議の設置

●10　学園都市弘前、大学力と連携した街づくりプラン策定

●11　街なかカラス対策の強化

☆15　まちなかの新たな賑わいづくり

【市民にやさしい街づくりを進めます】

○３　安全・安心の街づくりに必要な公共事業と冬期交通を確保するための除雪は確実に実施

●12　やさしい街「ひろさき」づくり計画（公共施設のユニバーサルデザインの推進、福祉除雪、通学路スクラム除雪、歩道・側溝整備、ｅ
ｔｃ）の制定

○１　弘前レトロモダン街づくりを目指した景観形成

○２　弘前城公園活用推進検討会議の設置

●６　ひろさき街中にぎわいリバイバルプラン策定（土手町地区、かじまち地区、駅前地区）

●７　ひろさき街中フリーアートスペース（美術作品の展示・販売）

●８　空き店舗情報データバンク整備

●９　ライド・トゥー・パーク社会実験の実施

項目

【弘前の魅力を活かした街づくりを実現します】

個別施策の実施状況 
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No. 自己評価

進捗率

Ａ

達成率

Ａ

H22 H23 H24 H25

333,420 213,170 219,287

実施内容 事務事業名 自己評価

進捗率

Ａ

達成率

Ａ

H22 H23 H24 H25

119名 296名 130名

今後の課題

事務事業名 自己評価

進捗率

Ａ

達成率

Ａ

H22 H23 H24 H25

119件 125件 125件

今後の課題

事務事業名 自己評価

進捗率

A

達成率

-

H22 H23 H24 H25

- - -

- - 2

今後の課題

項目 平成24年度実施内容

3-(1)-1 弘前レトロモダン(※11)街づくりを目指した景観形成

　施策を構成する3事業について、それぞれ「工程表どおり実施済み」との評価となっていることから、施策
全体としても「工程表どおり実施済み」と評価した。

構成する3事業について、「目標達成済み」が2事業、「判断できない」が1事業となったが、施策全体として
総合的に勘案し、「目標を達成済み」と評価した。

決算額

平成24年度実施内容

　現在策定中の景観計画(※12)
において、中心市街地活性化基
本計画(※13)、歴史的風致維持
向上計画（※14)と連携を図りな
がら、新旧や和洋が調和した弘
前ならではの景観を守り育てる
ための取り組みを構築する。
　また、景観計画の策定にあわ
せて、弘前ならではの景観を
保っている景観重要建造物（※
15)の保存・改修費に対して助成
する。

(1)景観計画策定

　平成24年6月に景観計画を策定し、11月に景観フォーラムを開催したほか、ガイドラインの作成や都市計
画道路・公園の整備事業も概ね計画どおり行われたことから、「工程表どおりに実施済み」と評価した。

　目標を「景観フォーラム参加者数100名/年」としているが、平成24年度の参加者数は130名で「目標を達
成済み」と評価した。

目標

景観に関する市民への啓発（景観フォーラム参加者数）  100名/年

　景観条例に基づく届出等について、周知徹底を図る必要がある。

平成24年度実施内容

(2)景観重要建造物保存・改修
費助成

　平成24年度は、景観重要建造物を指定し、景観重要建造物改修費助成制度を活用し、民間建造物の改
修に対しての補助を決定したことから、「工程表どおりに実施済み」と評価した。

　目標を「歴史的建造物（文化財及び趣のある建物）の維持 125件」としているが、平成24年度は125件で
「目標を達成済み」と評価した。

目標

歴史的建造物（文化財及び趣のある建物）の維持 125件

　新たに景観重要建造物に指定するための基礎資料等の収集及び作成が必要である。

平成24年度実施内容

(3)えきどてプロムナード景観育
成事業

　弘前工業高校生による工作物制作設置（ﾍﾞﾝﾁ10基・ｲﾙﾐﾈｰｼｮﾝ1基）や平成25年度アンケート調査に向け
た内容検討の実施、及び「えきどてﾌﾟﾛﾑﾅｰﾄﾞ」の知名度向上に向けた普及のためのパンフレット作成に代わ
る他部局の発行物への掲載依頼を実施（4種類）したことから「工程表どおり実施済み」と評価した。

　アンケート調査は、平成25年度で実施されるため判断できない。なお、平成24年度に目標を変更してお
り、変更目標に対して事業を実施している。

目標

アンケート調査回数　5件/年

【参考】景観形成に反映させた高校生のプラン数　2件/年

　制作された工作物等について、関係機関を始め一般市民に広くＰＲ活動を行っていく。
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No. 項目 実施内容 自己評価

進捗率

A

達成率

A

H22 H23 H24 H25

1 3 3

事務事業名 3 20 9

今後の課題

No. 自己評価

進捗率

B

達成率

A

実施内容 事務事業名 自己評価

進捗率

A

達成率

A

H22 H23 H24 H25

273 403 426

14,640 25,447 25,564

今後の課題

決算額

平成24年度実施内容

　本市の文化・観光の中心的役
割を担っている弘前公園のさら
なる活用を図るため、「弘前城公
園活用推進検討会議」を設置
し、有料化のあり方、一口城主、
イベントをはじめとする多目的な
活用方法などについて、市民を
交えて検討する。

　弘前城公園活用推進検討会議を３回開催し、二の丸利活用施設整備構想案の意見聴取と弘前公園の利
活用に関する提案等に関する実施結果報告を実施するとともに、今後の対応方法について議論するなど、
弘前公園のさらなる活用策について検討等行ったことから、「工程表どおり実施済み」と評価した。

　目標は「年間３回開催」としており、平成２４年度は３回開催したことから「目標達成済み」と評価した。

目標

開催回数 1回/年（H22） 3回/年（H23～24）

弘前城公園活用推進検討会議
設置

　二の丸利活用施設整備の基本設計に着手するため、本検討会議の提案等について文化庁の指導を得
ながら実施に向けた調整に取り組む必要がある。

項目 平成24年度実施内容

3-(1)-3
安全・安心の街づくりに必要な公共事業と冬期交通を確保するた
めの除雪は確実に実施

　施策を構成する4事業について、「工程表どおり実施済み」が3事業、「工程表より遅れている」が1事業と
なっていることから、施策全体としては「概ね工程表どおり実施済みで、一部が遅れている」と評価した。

3-(1)-2
弘前城公園活用推進検討会議
の設置

　構成する4事業について、それぞれ「目標を達成済み」となったため、「目標を達成済み」と評価した。

平成24年度実施内容

(1)誰もが円滑に移動でき、利用
しやすいように歩道を改修して
「安全・安心な日常」を実感でき
るやさしい街づくりを進める。

(1)歩道改修事業

　平成24年度は、計画どおり歩道改修事業を実施したことから、「工程表どおり実施済み」と評価した。

　目標は「計画改修延長Ｌ＝1,490m」となっており、このうち平成24年度分の計画延長Ｌ＝400mに対する実
績はＬ＝426ｍであったことから、「目標を達成済み」と評価した。

目標

改修計画延長 L=1,490m
Ｌ＝290ｍ（Ｈ22）、Ｌ＝400ｍ（Ｈ23）、Ｌ＝400ｍ（Ｈ24）

決算額

　着実に事業を進めるため、優先順位を付け計画的な改修をしていく必要がある。
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実施内容 事務事業名 自己評価

進捗率

A

達成率

A

H22 H23 H24 H25

- - 44.0%

10,080 9,450 98,000

今後の課題

実施内容 事務事業名 自己評価

進捗率

A

達成率

A

H22 H23 H24 H25

5 10 15

3 10 19

15 141 336

今後の課題

実施内容 事務事業名 自己評価

進捗率

C

達成率

A

H22 H23 H24 H25

- 0 446

0 1,995 59,375

今後の課題

平成24年度実施内容

(2)道路の路面、側溝及び交通
安全施設の長寿命化を図り、年
次補修計画を策定し、計画的に
補修する。

(2)道路補修事業

　平成24年度は、計画どおり道路補修事業を実施したことから、「工程表どおり実施済み」と評価した。

　目標は「補修達成率49.2％」となっており、このうち平成24年度計画補修達成率43.0％に対する実績は
44.0％であったことから、「目標を達成済み」と評価した。

目標

市街地補修達成率 49.2%（H25）
　28.3%(H22)  37.8%(H23)  43.0%(H24)

決算額

　道路施設の劣化により補修事業が増える中で、面的整備された各団地の道路老朽化調査の結果、補修
事業量が大幅に増えたことから、目標数値を変更する必要がある。

平成24年度実施内容

(3)生活道路・通学路・小路等の
除雪及び除雪困難者の間口処
理など、住民参加型の取り組み
を支援する。

(3)道路維持作業地域支援事業

　平成24年度は、計画どおり19町会で実施したことから、「工程表どおり実施済み」と評価した。

決算額

　少子高齢化による除雪困難者の増加に対するボランティア人員の確保。間口除雪研究会の中で、今後の
あり方を検討していく必要がある。

　目標は「実施町会数20町会」となっており、このうち平成24年度の実施町会数目標「15町会」に対する実
績は「19町会」であったことから、「目標を達成済み」と評価した。

目標

実施町会数 3町会

実施町会数 20町会（H25）
5町会（Ｈ22）、10町会（Ｈ23）、15町会（H24）

平成24年度実施内容

(4)消流雪溝整備計画を見直し、
整備を推進する。

(4)消流雪溝第二次面的整備Ⅲ
期計画事業

　平成24年度については目標を達成したが、平成23年度に整備できなかった延長分を実施できなかったこ
とから、「工程表より遅れている」と評価した。（平成25年度の目標達成は可能である。）

　目標は「整備延長1.0km」となっており、このうち平成24年度の目標L=360mに対して実績はL=446mを整備
したほか、補正により工事を発注したことから、「目標を達成済み」と評価した。

目標

Ⅲ期計画整備延長（H23～H25） L=1.0km
Ｌ＝457ｍ（Ｈ23）、Ｌ＝360ｍ（Ｈ24）

決算額

　消流雪溝及び揚水ポンプの経年劣化により、効率的な更新計画の策定が必要となる。水量の確保が難し
いことから、整備区域及び利用方法の検討が必要である。沿線住民の高齢化による利用者の減少対策。
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No. 自己評価

進捗率

A

達成率

A

実施内容 事務事業名 自己評価

進捗率

A

達成率

A

H22 H23 H24 H25

64橋 54橋 100橋

- 2橋
　－

（2橋継続）

9,030 42,155 85,961

今後の課題

実施内容 事務事業名 自己評価

進捗率

A

達成率

―

H22 H23 H24 H25

－ － －

0 0 8,925

今後の課題

実施内容 事務事業名 自己評価

進捗率

A

達成率

－

H22 H23 H24 H25

－ － －

0 0 11,500

今後の課題

項目 平成24年度実施内容

3-(1)-4
アセットマネジメント(※16)とファシリティマネジメント(※17)の導入
（下水道とし尿処理機能の再構築）

　施策を構成する3事業について、それぞれ「工程表どおり実施済み」となっていることから、施策全体として
は「工程表どおり実施済み」と評価した。

　構成する3事業について、「目標を達成済み」が1事業、「判断できない」が2事業となったことから、施策全
体では「目標を達成済み」と評価した。

平成24年度実施内容

橋の長寿命化修繕計画を策定
し、これまでの事後保全的な対
応から計画的かつ予防的な対応
に転換し、橋の延命とコスト縮減
を図る。

橋梁維持事業

　平成24年度は、橋梁長寿命化修繕計画点検業務と修繕計画による補修工事を計画どおり実施したことか
ら、「工程表どおり実施済み」と評価した。

　目標は「長寿命化修繕計画策定218橋、修繕計画による補修工事3橋」としており、このうち平成24年度の
目標点検業務100橋と目標補修工事2橋に対して、実績は点検業務100橋と補修工事2橋を実施したことか
ら、「目標を達成済み」と評価した。

目標

長寿命化修繕計画策定 218橋
64橋（Ｈ22）、54橋（Ｈ23）、100橋（Ｈ24）
修繕計画による補修工事 3橋
2橋（Ｈ23）、1橋（Ｈ24）

決算額

　橋梁点検については、概ね5年に1回程度見直すこととされているため、専門知識を有する技術者を育成
しながら、継続して修繕計画を進める必要がある。

平成24年度実施内容

「下水処理場統合事業」

　下水道事業の効率性の向上
や、改築更新費、維持管理費及
び人件費の削減を図るため、弘
前市下水処理場と県流域岩木
川浄化センターの統合に向けた
取り組みを行う。

下水処理場の統合事業

　平成24年度は、国、県との協議により平成26年度での統合に合意を得、また、下水処理場統合計画を策
定したことから「工程表どおり実施済み」と評価した。

　平成26年度の統合に合意を得たことから、統合に必要な事務手続きや工事を着実に進めていく。

　目標は「Ｈ26年度統合」としており、現時点では判断できない。

目標

H26年度に統合

決算額

平成24年度実施内容

「ＭＩＣＳ（汚水処理施設共同整
備）事業(※18)」

　岩木川浄化センターで、し尿・
浄化槽汚泥のほか、下水道処理
汚泥、農業集落排水汚泥の共
同処理を行うことで、下水道とし
尿処理機能を再構築し、経費の
削減を図る。

し尿･浄化槽汚泥等共同処理事
業

　9月地元町会と合意を得た。また、県と「平成24年度社会資本整備総合交付金事業の施行に係る措置に
関する協定」を締結したほか、実施設計・地質調査等を行ったことから、「工程表どおり実施済み」と評価し
た。

　目標は「平成27年度から供用開始」としており、現時点では判断できない。

目標

H27年度から供用開始

決算額

―
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No. 自己評価

進捗率

Ａ

達成率

Ａ

H22 H23 H24 H25

264,496 413,634 43,686

実施内容 事務事業名 自己評価

進捗率

Ａ

達成率

Ａ

H22 H23 H24 H25

- 96 100

今後の課題

事務事業名 自己評価

進捗率

A

達成率

Ｂ

H22 H23 H24 H25

- 100 89

今後の課題

項目 平成24年度実施内容

3-(1)-5 岩木・相馬地区活性化事業の推進

　施策を構成する4事業について、それぞれ「工程表どおり実施済み」との評価になっていることから、施策
全体としても全ての項目について「工程表どおり実施済み」と評価した。

　構成する4事業のうち、3事業が計画通りに推移し「目標を達成済み」とし、1事業が事業の中の一部につい
て、事業計画の見直しを検討中によるために「概ね順調に推移」としていることから、施策全体として総合的
に勘案し、「目標を達成済み」と評価した。

決算額

平成24年度実施内容

　岩木山を中心とした自然を活
かして、岩木・相馬地区の活性
化を図るため、次の取り組みを
行う。

(1)岩木地区における「岩木地区
活性化推進計画」を策定・事業
実施し、岩木地区の活性化を図
る。

(2)相馬地区における「弘前市旧
相馬村区域過疎地域自立促進
計画」を策定・事業実施し、相馬
地区の活性化を図る。

(3)岩木・相馬地区において地元
との対話を進め、地域活性化事
業を支援する。

(1)岩木地区活性化推進事業

　平成24年度に実施を予定していた地域活性化ソフト事業23事業全てにおいて着手し、継続支援している
ことから、「工程表どおり実施済み」と評価した。

　目標を「事業着手率」としており、全事業実施していることから、「目標を達成済み」と評価した。

目標

事業着手率　100％

　岩木地区の市民等からの地域活性化に伴う要望などを、機会あるごとに取り込みながら、さらなる活性化
につなげるため関係課に事業化できないか検討してもらう。

平成24年度実施内容

(2)弘前市旧相馬村区域過疎地
域自立促進計画推進事業

　平成24年度に実施を予定していた地域活性化ソフト事業9事業のうち8事業において着手し、継続支援し
ていることから、「工程表どおり実施済み」と評価した。

　目標を「事業着手率」としており、9事業の実施計画のうち、事業計画の見直しを検討中である１事業（観光
レクリエーションマップ作成事業）を除いた8事業を実施したことから、「概ね順調に推移」と評価した。

目標

事業着手率　100％

　相馬地区の市民等からの地域活性化に伴う要望などを、機会あるごとに取り込みながら、さらなる活性化
につなげるため関係課に事業化できないか検討してもらう。
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実施内容 事務事業名 自己評価

進捗率

Ａ

達成率

Ａ

H22 H23 H24 H25

- 2 2

今後の課題

事務事業名 自己評価

進捗率

Ａ

達成率

Ａ

H22 H23 H24 H25

- 3 6

今後の課題

No. 項目 実施内容 自己評価

進捗率

Ａ

達成率

Ａ

H22 H23 H24 H25

5 5 9

－ 6 10

事務事業名 0 1,500 3,000

今後の課題

　岩木・相馬地区での意見交換会を両地区で1回開催したことから、「目標を達成済み」と評価した。

目標

意見交換会　岩木地区1回/年　相馬地区1回/年

平成24年度実施内容

(4)岩木・相馬地区活性化支援
事業

　岩木・相馬地区の6事業に対し、活性化支援事業費補助金を交付し、両地区の活性化事業を支援したこ
とから、「工程表どおり実施済み」と評価した。

　岩木・相馬地区全体の活性化を図るにあたり、補助金の有効活用などを含め制度の周知徹底に努める。

平成24年度実施内容

(3)岩木・相馬地区意見交換会

　岩木・相馬地区の市民等との意見交換会を開催し、その中で活性化事業に対する意見や要望等につい
て、関係課との連絡調整を行ったことから、「工程表どおり実施済み」と評価した。

　岩木・相馬地区の各町会等から活性化に係わる各種要望を取りまとめ、活性化推進計画に反映できない
か検討する。

　目標を「岩木地区・相馬地区支援事業数 4事業／年」としており、両地区合わせて6事業を支援しているこ
とから、「目標を達成済み」と評価した。

目標

岩木地区・相馬地区支援事業数　4事業/年

平成24年度実施内容

3-(1)-6
ひろさき街中にぎわいリバイバル
プラン策定（土手町地区、かじま
ち地区、駅前地区）

　中心市街地の各地区の特性に
合わせた賑わいを創出するため
に、地元商業者を含めた体制で
地元が実施できるソフト事業を主
体としたアクションプランを策定・
実行し、その事業を支援する。

　地元商業者が自主的に取り組む商業環境の向上や賑わい回復を目的とする事業計画（ﾘﾊﾞｲﾊﾞﾙﾌﾟﾗﾝ）
を、駅前大町地区、土手町鍛冶町地区それぞれで策定し、プラン掲載事業を実施したことから、「工程表ど
おり実施済み」と評価した。

　「土手町かじまち」地区のプラン策定に伴う協議を計9回行い、計画された各地区の事業が計10件実施さ
れたことから、「目標を達成済み」と評価した。
 【土手町鍛冶町地区】土手町・鍛冶町来街者促進事業（どてかじフリーパーキング事業）外4件【駅前大町
地区】商業環境向上事業（イルミネーション事業）外4件

目標

関係機関との協議回数 5回/年

リバイバルプランによる実施事業数 5件/年

決算額

ひろさき街中にぎわいリバイバル
プラン実施支援事業

　「駅前大町地区」は平成25年度で、「土手町かじまち地区」は平成26年度で計画期間が満了。これまでの
取組実績や計画内容を踏まえ、今後の支援策のあり方について検討する必要がある。

　岩木山を中心とした自然を活
かして、岩木・相馬地区の活性
化を図るため、次の取り組みを
行う。

(1)岩木地区における「岩木地区
活性化推進計画」を策定・事業
実施し、岩木地区の活性化を図
る。

(2)相馬地区における「弘前市旧
相馬村区域過疎地域自立促進
計画」を策定・事業実施し、相馬
地区の活性化を図る。

(3)岩木・相馬地区において地元
との対話を進め、地域活性化事
業を支援する。
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No. 項目 実施内容 自己評価

進捗率

Ａ

達成率

Ａ

H22 H23 H24 H25

- 1 5

- 21 26

事務事業名 0 700 664

今後の課題

No. 項目 実施内容 自己評価

進捗率

Ａ

達成率

A

H22 H23 H24 H25

- 5 6

- 1 3

- - 1,322

事務事業名 0 0 0

今後の課題

平成24年度実施内容

3-(1)-7
ひろさき街中フリーアートスペー
ス（美術作品の展示・販売）

　中心市街地内の公園等を活用
して、美術関連作品の展示・販
売スペースを創出する事業を支
援し、中心市街地への来街機会
の増大と賑わいの創出を図る。

　平成24年度は、前年度に続き、アート関連の活動を行っているＮＰＯ団体が、中心市街地各所において、
アート作品の展示やアートパフォーマンスを実施したことから、「工程表どおりに実施済み」と評価した。

　アートスペースの設置（開催）数 が5回で、作品出店数が26者となり、目標を上回ったことから「目標を達成
済み」と評価した。
※事業内容：「表現の灯り」計3回　、「ナイトアートマルシェ」、「まちに写真を飾ろうよ！」

目標

アートスペースの設置（開催）数 3回/年

作品出品者数 10者

決算額

アートスペース創出事業
　平成24年度は、実施できなかった事業もあったことから、今年度は事業内容を再構築するとともに、来年
度以降の実施の方向性を検討していく。

平成24年度実施内容

3-(1)-8
（再掲）

空き店舗情報データバンク整備

　中心市街地の空き店舗を解消
するために、商店街振興組合な
どと連携しながら、中心市街地全
域の空き店舗を把握し、広く発
信しながら出店希望者とのマッ
チングを図る。

　平成22年10月から商店街振興組合等と連携して一定の空き店舗情報を収集し、平成23年2月から情報提
供を行っていることから、「工程表どおり実施済み」と評価した。

【参考】閲覧者数　1,200件/年

　問い合わせ件数は目標値を下回ったものの、出店数は目標を達成していることから、空き店舗解消という
趣旨に鑑み「目標を達成済み」と評価した。

目標

問い合わせ件数 20件/年

出店数 2店/年

決算額

空き店舗データバンク事業 　情報収集及び提供方法のさらなる充実化に努めていく。
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No. 項目 実施内容 自己評価

進捗率

Ａ

達成率

Ａ

H22 H23 H24 H25

－ － 4

－ － 2

－ － 1

- - -

- - -

事務事業名 0 0 15,074

今後の課題

No. 項目 実施内容 自己評価

進捗率

A

達成率

A

H22 H23 H24 H25

- 31 -

- - 3

事務事業名 0 529 （再　2,813）

今後の課題

平成24年度実施内容

3-(1)-9
ライド・トゥー・パーク(※19)社会
実験の実施

中心市街地活性化のために、次
のような社会実験を行い、商店
街の賑わいの方策を検討する。

①都市計画道路3・3・2号線を活
用した路上駐車スペース確保
②公園利用者に対する駅・土手
町周辺駐車場駐車料金の割引
③中心市街地駐車スペース確
保、巡回バス運行

　平成24年度はライド・トゥ・パーク社会実験として、さくらまつり期間にパークアンドライドを、7月、8月に各１
回、10月に2回の計4回土手町通りでトランジットモールを実施したことから、「工程表どおり実施済み」と評
価した。

【参考】100円ﾊﾞｽﾄﾗﾝｼﾞｯﾄﾓｰﾙ区間1日当たり平均降車数　200人

　目標のうち、「路上駐車ｽﾍﾟｰｽの実験回数」目標3回に対し4回、「駐車料金の割引の実験回数」目標2回
に対し2回、「巡回バスの実験回数」目標1回に対し1回実施したことから、「目標を達成済み」と評価した。

目標

路上駐車ｽﾍﾟｰｽ  実験回数3回

駐車料金の割引　実験回数2回

巡回バス　実験回数1回

【参考】弘南鉄道中央弘前駅及び巡回バスの1日当たり平均降車
数　1,000人

決算額

ライド・トゥー・パーク社会実験実
施事業

　平成25年度は、期間を秋に集中し、実施区間を見直してトランジットモール等を行う予定で調整中。なお、
路上駐車については、今後行わない予定である。

平成24年度実施内容

　目標は「まちづくりプラン実施事業件数 2件/年」としているが、6大学合同文化祭、「つながるマップ」作成
事業、土手コレの3件の事業を実施したため、「目標を達成済み」と評価した。

目標

まちづくりプラン策定参画学生数 12人

まちづくりプラン実施事業件数 2件/年

「学園都市弘前街づくりプラン」
策定事業

　事業を実施する学生との連携を強化し、より魅力ある街づくりを推進する。

決算額

　「学園都市弘前」として若者が
にぎわう魅力ある街づくりを推進
するために、大学の高度な知識
や学生力を活用した弘前の街づ
くりについて調査・研究を行い、
若者の視点からの街づくりプラン
を策定・実行する。

3-(1)-10
学園都市弘前、大学力と連携し
た街づくりプラン策定

　学園都市ひろさき高等教育機関コンソーシアム（以下「コンソーシアム」という。）の学生委員会「いしてま
い」が中心となって平成23年度にプランの策定を行い、平成24年度にプランに基づき事業を実施したため、
「工程表どおり実施済み」と評価した。
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No. 自己評価

進捗率

Ａ

達成率

Ｂ

実施内容 事務事業名 自己評価

進捗率

Ａ

達成率

Ａ

H22 H23 H24 H25

2回 2回 2回

- - 41.8

108 4,365 5,549

今後の課題

実施内容 事務事業名 自己評価

進捗率

Ａ

達成率

Ａ

H22 H23 H24 H25

100.0% 100.0% 100.0%

- - -

17,030 1,160 1,740

今後の課題

項目 平成24年度実施内容

3-(1)-11 街なかカラス対策の強化

　施策を構成する4事業について、それぞれ「工程表どおり実施済み」との評価になっていることから、施策
全体としても「工程表どおり実施済み」と評価した。

　構成する4事業について、「遅れている」が１事業、「目標を達成済み」が3事業となったが、市民や企業な
どからの意見を踏まえ、実効性のあるカラス対策に取り組んだことから、施策全体として総合的に勘案し、
「概ね順調に推移」と評価した。

平成24年度実施内容

　カラス被害の少ない住みやす
いまちづくりのために、次の取り
組みを行う。

(1)カラス対策連絡協議会を設置
し、行政・住民・企業が協働し
て、対策を実施する。

(1)街なかカラス対策事業

　カラス対策連絡協議会を4月、11月に開催したほか、高層建物へのテグスの設置補助の実施、7月～2月
における毎日の追い払い業務など具体的なカラス対策に取り組んだことから、「工程表どおり実施済み」と
評価した。

　目標を「協議会開催回数」としており、平成24年度に2回開催し、カラス対策の方向性を検討したことから、
「目標を達成済み」と評価した。

目標

協議会開催回数 2回/年

【参考】カラス対策に対する不満足度　35.0％

決算額

　カラスと共存していくため、市民・企業・行政が協働し、様々な対策に継続して取り組んでいく必要がある。

平成24年度実施内容

(2)カラスによるごみ集積所での
食い荒らしを撲滅するため、防
鳥効果の高い黄色防鳥ネットを
より多くのごみ集積所に設置す
る。

(2)黄色防鳥ネット設置事業

　平成24年度は、黄色防鳥ネット150枚を購入し、新規集積所への配布及び破損したものの交換により補充
したことから、「工程表どおり実施済み」と評価した。

　目標を「黄色防鳥ネット設置集積所100.0％」としており、全て補充し、維持できたことから、「目標を達成済
み」と評価した。

目標

黄色防鳥ネット設置集積所数 100.0%（H25）
100.0％（Ｈ22）、100.0％（Ｈ23）、100.0％（Ｈ24）

【参考】補助事業により設置した新規のごみ集積ボックス数　40件

決算額

  黄色防鳥ネットの設置集積所は100％となっている。平成２５年度は新規ごみ集積ボックスの設置補助事
業を行っており、今後はより防鳥効果の高いごみ集積ボックスの普及を高めていく。
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実施内容 事務事業名 自己評価

進捗率

Ａ

達成率

Ｃ

H22 H23 H24 H25

28回 20回 2回

- - 41.8

1,241 1,932 0

今後の課題

実施内容 事務事業名 自己評価

進捗率

Ａ

達成率

Ａ

H22 H23 H24 H25

- - 521羽

- - 41.8

- - 4,672

今後の課題

平成24年度実施内容

(3)カラスによる糞害に対応する
ため、歩道清掃については回数
を増やすだけでなく、行政・住
民・企業が協働して行う。また
デッキブラシ等を購入し、市民か
らの要望により貸し出す。

(3)カラス糞害対策事業

　糞害に対応するため、弘前公園外堀のテグスの張り巡らしの実施。また、弘前公園周辺の高層建物への
テグスの設置補助の実施により、外堀沿いの歩道清掃の回数が激減したことから、「工程表どおり実施済
み」と評価した。

　目標を「清掃回数年60回」としている。平成24年度の清掃回数は、年2回となったことから、「遅れている」と
評価した。
※H25年度目標を市民からの具体的な成果指標を得るため、従来の清掃回数から不満足度に変更した。

目標

清掃回数 120回/年（H25）
30回（Ｈ22）、40回（Ｈ23）、60回（Ｈ24）

【参考】カラス対策に対する不満足度　35.0％

決算額

　カラス対策連絡協議会での意見を踏まえながら、市民・企業・行政が協働し、糞害に継続して取り組んで
いく必要がある。

平成24年度実施内容

(4)カラス被害に対しあらゆる対
策を講じるため、街なかカラスの
駆除を実施する。

(4)カラス駆除対策事業

　これまでのカラス対策を踏まえ、最終的な手段であるカラスの捕獲駆除を開始したことから、「工程表どお
り実施済み」と評価した。

　箱わな2基の設置により、521羽を捕獲駆除したことから、「目標を達成済み」と評価した。

目標

駆除羽数　捕獲檻１基につき200羽

【参考】カラス対策に対する不満足度　35.0％

決算額

　箱わなを増設する場合の設置場所等について、検討を要する。
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No. 項目 実施内容 自己評価

進捗率

Ｃ

達成率

Ｃ

H22 H23 H24 H25

－ － －

事務事業名 0 4,719 0

今後の課題

No. 項目 実施内容 自己評価

進捗率

A

達成率

A

H22 H23 H24 H25

- 1 1

事務事業名 0 337 352

今後の課題

平成24年度実施内容

3-(1)-１2

やさしい街「ひろさき」づくり計画
（公共施設のユニバーサルデザ
イン(※20)の推進、福祉除雪（※
21)、通学路スクラム除雪(※22)、
歩道・側溝整備、ｅｔｃ）の制定

　「高齢者・障害者をはじめ、す
べての住民が、快適で安全、安
心して暮らせるまちづくり」を実
現するために、都市計画マス
タープラン（※23)等の関係法
令・計画と整合を図りながら、市
民・事業者・行政が協働して推
進することを目的とした計画を策
定する。
　計画の具体例として、防災対
策としての「やさしい日本語(※
24）」の活用や、庁内の案内表示
の多国語化も併せて推進する。

　平成24年度は、計画素案の修正や見直しに時間を費やし、地区住民と協議できなかったことから、「工程
表より遅れている」と評価した。

　目標は「地区カルテ作成ワークショップ参加者数20名」としていたが、計画素案の作成が遅れ、ワーク
ショップを開催できなかったことから、「遅れている」と評価した。

目標

地区カルテ作成ワークショップ参加者数　20名

決算額

やさしい街「ひろさき」づくり計画
策定事業

　地区カルテ作成ワークショップについては、都市計画マスタープランとも密接に関連することから、都市計
画マスタープラン策定時に行う地域別懇談会に組み込んで実施できるよう調整する。

平成24年度実施内容

3-(1)-１3
子ども達による安心遊び場マッ
プの策定

　小中学校区等を単位とし、地
域の健全育成に係る任意団体と
協働して、ヒヤリ・ハット＆安心遊
び場マップを作成する。
　作成したマップを学校に掲示
し、危険な場所の見分け方につ
いて共有するとともに、児童の危
険回避能力を高める。
　平成23年度から、当面各年度
１地区で実施する。
　平成25年度は、実施地区の拡
大を目指し、地域においてマッ
プ作成の指導者となるリーダー
の養成を兼ねて実施する。

　平成24年度はマップを1地区で作成することとしており、城東小学校区を選定し11月に作成済み。
　マップ作成を通して児童の危険回避能力を高めることに寄与するとともに、学校内に掲示して危険な場所
の見分け方について、他の児童との共有もできたことから、「工程表どおり実施済み」と評価した。

　目標は「マップ作成モデル地区数」で、各年度１地区としており、平成24年度は１地区について作成済み
であることから、「目標を達成済み」と評価した。

目標

マップ作成モデル地区数 3地区

決算額

安心遊び場マップ作成事業
　今年は、子ども達を対象にしたマップ作成と同時に指導者養成も兼ねて実施する予定であることから、実
施方法について小宮教授に相談して細部を詰めていきたい。
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No. 自己評価

進捗率

B

達成率

B

H22 H23 H24 H25

318 682 9,826

実施内容 事務事業名 自己評価

進捗率

C

達成率

C

H22 H23 H24 H25

- - 1

今後の課題

事務事業名 自己評価

進捗率

A

達成率

A

H22 H23 H24 H25

5 7 8

2 2 3

今後の課題

項目 平成24年度実施内容

3-(1)-14 二次交通体系の見直しによる利用促進と福祉バスなどの社会実験

　施策を構成する2事業について、それぞれ「工程表より遅れている」と「工程表どおり実施済み」との評価と
なっており、施策全体として「概ね工程表どおり実施済みで、一部が遅れている」と評価した。

　施策を構成する2事業について、それぞれ「遅れている」と「目標を達成済み」との評価となっており、相馬
地区に関しても交通事業者との協議が行われていることから、施策全体として総合的に勘案して「概ね順調
に推移」と評価した。

決算額

平成24年度実施内容

　公共交通の維持・拡充のため
に、次の取り組みを行う。

(1)宮園、青山地区及び相馬地
域をモデル地区として、地域特
性に応じた生活交通確保のた
め、交通弱者などに、より利便性
の高いサービスを提供する実証
運行（乗合タクシーの導入等）を
行う。

(2)公共交通の現状に関する周
知や、公共交通の利用に関する
情報提供を充実させ、利用促進
を図る。

(1)地域公共交通再生モデル事
業

　平成24年度は、相馬地区及び宮園・青山地区において実証運行を実施することとしていたが、相馬地区
は実施できなかったものの、宮園・青山地区については平成25年3月から実証運行を実施したことから、「工
程表より遅れている」と評価した。なお、相馬地区に関しては、地域住民及び交通事業者との合意形成に
至らなかったため、実施できなかったものである。

　目標を「実証運行実施地区2地区」としているが、相馬地区で実施できなかったことから「遅れている」と評
価した。

目標

実証運行実施地区 2地区

　相馬地区の実証運行実施に向けて、地域住民や交通事業者との合意形成を図っていく。

(2)公共交通利用促進事業

　ひろさき公共交通マップの配布や、弘南鉄道大鰐線沿線町会との意見交換会、弘南鉄道大鰐線活性化
推進事業としてサイクルトレイン利用者の補助や卓上時刻表の配布等を実施しており、「工程表どおり実施
済み」と評価した。

　目標を「利用啓発活動実施回数7回／年」としているが、上記のほか弘南鉄道大鰐線卓上時刻表の配布
などを実施しており、年8回実施したことから「目標を達成済み」と評価した。

目標

利用啓発活動実施回数 7回/年

【参考】活性化推進事業数　3事業/年

　活性化推進事業をとおして利用促進に努める。

平成24年度実施内容
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No. 項目 実施内容 自己評価

進捗率

A

達成率

A

H22 H23 H24 H25

－ － 3

－ － 4

事務事業名 0 0 2,600

今後の課題

No. 項目 実施内容 自己評価

進捗率

A

達成率

A

H22 H23 H24 H25

- 2 2

事務事業名 0 110 109

今後の課題

　事業実施商店街数は4団体となり、イベント実施数年3回を達成したため、「目標を達成済み」と評価した。

目標

イベント実施数　2回/年

事業実施商店街数　3団体/年

3-(1)-16
水道事業民営化可能性検討会
議の設置

  水道事業のより効率的な運営
を図るために、「水道事業民営
化可能性検討会議」を設置し、
水道事業民営化の可能性を検
討する。

　平成24年度は水道事業民営化可能性検討会議を2回開催することとしていたが、そのとおり実施できたこ
とから「工程表どおり実施済み」と評価した。なお、会議は弘前大学教授及び市民団体の代表者など7名で
構成した。

平成24年度実施内容

☆
3-(1)-１5

まちなかの新たな賑わいづくり

　若者離れが進んでいる商店街
において、若者が主体となったイ
ベントや若者を呼び込むために
商店街が実施する事業を支援
する。

　平成24年度は商店街で若者が主体となり「弘前ストリートダンス＆パフォーマンスフェスティバル」及び「高
校生書道パフォーマンス」を実施したほか、2商店街で若者の集客を図るための活動を実施し、これらの取り
組みを支援したことから、「工程表どおり実施済み」と評価した。

水道事業民営化可能性検討事
業

　水道ビジョンのフォローアップにより、今年度、完成予定の平成25年度版水道ビジョンに基づいて、水道事
業の健全で安定的な経営基盤の構築を目指します。

決算額

『若者力』を活かした商店街パ
ワーアップ支援事業

　2年間での取組実績を踏まえ、継続的な商店街の賑わい創出に向けた今後の支援策のあり方について検
討する必要がある。

平成24年度実施内容

　目標は「検討会議開催回数2回/年」としており、会議を2回開催したことから「目標を達成済み」と評価し
た。

目標

検討会議開催回数 2回/年

決算額
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No. 自己評価

進捗率

Ｃ

達成率

Ｂ

H22 H23 H24 H25

0 0 0

実施内容 事務事業名 自己評価

進捗率

Ｃ

達成率

Ｃ

H22 H23 H24 H25

- - -

今後の課題

事務事業名 自己評価

進捗率

Ｃ

達成率

Ｂ

H22 H23 H24 H25

- - -

- - -

- 29 30

今後の課題

　構成する2事業について、「遅れている」が1事業、「概ね順調に推移」が1事業となったが、指定管理者制
度の活用目標を達成し、FMの庁内研修会開催や施設の適正配置について協議を行ったことから、施策全
体として総合的に勘案し、「概ね順調に推移」と評価した。

決算額

平成24年度実施内容

項目 平成24年度実施内容

3-(1)-17
ＰＦＩ(※25)等民間ノウハウなどの導入によるインフラ(※26)サービス
の展開

　施策を構成する2事業について、「工程表より遅れている」となっていることから、施策全体としては、「工程
表より遅れている」と評価した。

　市有施設保全管理システムを導入し、弘前市ファシリティマネジメント基本方針を策定する。

平成24年度実施内容

　市が直接実施するよりも、民間
の資金、経営能力及び技術的
能力を活用することが、効率的
かつ効果的となる事業につい
て、次の取り組みを行い、事業コ
ストの削減、より質の高い公共
サービスの提供を目指す。

(1)施設の新設事業への導入
　民間資本の導入方式を主体と
して、可能性と効果を検討し、効
果的と判断されるものには積極
的に導入を図り事業を展開す
る。

(2)既存施設の維持管理事業へ
の導入
　土地、建物、設備などを最適な
状態（コスト最小、効果最大）で
保有・運営・維持するための総
合的な管理手法（ＦＭ：ファシリ
ティマネジメント（※17））の運用
を図る。
　また、施設を必要な技術や知
識を備えた民間へ管理運営して
もらう指定管理者制度(※27)など
を積極的に導入する。

民間ノウハウ導入によるインフラ
サービス展開事業

(1)施設の新設事業への導入

　民間ノウハウ導入が可能となる施設の新設事業の実施では導入へ向けた検討･準備を行ったが、本格的
に実施できなかったことから、「工程表より遅れている」と評価した。

　目標は「民間資本の導入による事業件数」としており導入へ向けた検討･準備を行ったが、本格的にに実
施できなかったことから「遅れている」と評価した。

目標

民間資本の導入による事業件数（H24～H25） 1件

　平成25年度内に、民間資本導入が可能となる施設の新設事業を実施する。

民間ノウハウ導入によるインフラ
サービス展開事業

(2)既存施設の維持管理事業

　指定管理者制度を活用した施設運営の外部委託については目標を達成している。FMへの理解を深める
ために庁内研修会を開催し、「FM推進会議」を設置して施設の適正配置などについての協議を行ったが、
平成24年度は、施設データをデータベース化し、一元管理するためのシステム導入には至らなかったことか
ら、「工程表より遅れている」と評価した。

　指定管理者制度を活用した施設運営の外部委託については目標値を達成しているが、FM運用に関して
は、市有施設保全管理システムの導入方法についてを再検討することとしたことから「概ね順調に推移」と
評価した。

目標

ＦＭ（ファシリティマネジメント）対象施設件数 900件（H25）
900件（H24）

【参考】（仮称）弘前市ＦＭ（ファシリティマネジメント）基本方針策定

施設運営の外部委託件数　2件（H25）
 29件（H23） 1件（H24）
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No. 項目 実施内容 自己評価

進捗率

Ｃ

達成率

Ｂ

H22 H23 H24 H25

- 1,195（注1） 1,319（注2）

事務事業名 4,266 3,438 3,000

今後の課題

注1

注2

No. 項目 実施内容 自己評価

進捗率

A

達成率

A

H22 H23 H24 H25

－ 1 3

- 1

事務事業名 0 0 3,022

今後の課題

無農薬、減農薬取り組み農地面積（H22～H25） 1,600ha
1,160ha（Ｈ22）、1,200ha（Ｈ23）、1,400ha（Ｈ24）

（仮称）エコファーマー(※28)推
進事業

平成24年度実施内容

3-(1)-18
岩木川自然農法（無農薬・減農
薬によるブランド化、循環型農
業）社会実験の実施

　無農薬、減農薬により環境へ
の負荷を軽減し、環境に配慮し
た地域循環型農業のモデル事
業を支援する。

　平成24年度は、地域循環型農業のモデル事業及び地域の選定をすることとしていたが、無農薬・減農薬
に取り組む面積がまだ少ないことや、個々での取り組みが多く、まとまった地域としての選定が出来なかった
ため「工程表より遅れている」と評価した。しかしながら、環境保全型農業直接支援対策事業においては、
平成23年度の申請者の4倍となる12事業者を対象に実施しており、無農薬・減農薬に取り組む面積は着実
に増加しており、今後は地域としてもまとまってくるものと思われる。

　目標を平成24年度は「無農薬・減農薬取り組み農地面積1,400ha」としているが、平成24年度は取り組み
農地面積が1,319haであり、目標の農地面積の94.2%を達成しているほか、平成23年度から始まった環境保
全型農業直接支援対策事業においても、申請面積が増加していることから「概ね順調に推移」と評価した。

目標

目標

研究会開催回数　3回/年

【参考】自転車利用環境関連事業数　2事業/年

決算額

決算額

　無農薬・減農薬により農産物の付加価値を高め、販売拡大を図るためにブランド化は欠かせないが、米の
場合、ライスセンターや営農組織単位でエコファーマーの認定を受けることになるため、今後はライスセン
ターや営農組織の利用者全員がエコファーマーの認定を受けるよう働きかける必要がある。

（内訳）
エコファーマー認定面積　1,153ha
環境保全型農業直接支援対策事業に取り組んだ面積　42ha

（内訳）
エコファーマー認定面積　1,256ha
環境保全型農業直接支援対策事業に取り組んだ面積　63ha

自転車利用環境研究事業 　蓄積したデータを活用し、来年度「自転車マップ」作成予定。

平成24年度実施内容

☆
3-(1)-19

自転車利用環境の研究

　自転車利用のニーズが高まる
中、関係機関とともに自転車の
利用環境の向上に向けた対策
の検討を行う。

　平成24年度は、ワークショップの開催やアンケート調査を実施することとしていたが、平成24年9月にワーク
ショップを、12月にアンケート調査を実施したことから「工程表どおりに実施済み」と評価した。

　目標を「研究会開催回数3回／年」としているが、研究会としてワークショップや交通フォーラム、自転車利
用環境研究会を開催したことから、「目標を達成済み」と評価した。
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